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図5　　浜岡（HMO）における△Lw｛e〕と4つの衛星（NS＝3，4，6，8）の軌道補正量△Sとの関
　　　係．殆んど相関が見られない．
Fig．5Wet　tropospheric　path　de1ays　at　zenith△L。‘e〕at　HMO　obtained　by　the　GPS　data
　　　ana1ysis　software　versus　to　the　correction　of　initial　coordinates　of　four　satel1ites
　　　（NS＝3，4，6，8）△S，here△S　is　the▽alue　of　the　component　of　the　correction
　　　vectors　with　maximum　abso1ute　va1ue．There　seems　litt1e　re1ationship　between
　　　these　two　quantities．
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比べると，ずっと真の値△L。｛e〕に近い．現在我々が入手している軌道情報の精度は2ppm前後
で，あまり高精度とはいえない．このことが，△L。（e〕の精度の悪さの一つの大きな原因であ
ると思われる．軌道パラメーター補正量の代表値として衛星位置初期値に対する補正ベクト
ルの3つの成分の中で，絶対値の最大のものをとり△Sする．この△Sと浜岡における△L。｛e）
とをプロットしたのが図5であるが，相互に殆んど相関がない．図中NSは衛星番号（Navstar
Number）である．△L。（e〕と絶対値△Slとの相関も殆んどなかった．相関のなレ）ことは，△L。｛e）
の精度の悪さの原因が，衛星軌道報ではないことを示唆するものである．
5．結　　　論
　以上の解析結果を総合すると，少なくとも北西に偏った現在の衛星配置，現在の衛星軌道
パラメーターの精度では，対流圏における電波伝播遅延量のwet　tem△L。を解析ソフトウ
ェアで推測することは，精度が悪くて，現実的でない．解析にある程度の遅れが許容される
場合には，気象条件を留意しながら，観測網周辺のラジオゾンデによる高層気象観測データ
を用いて直接算出して，内そう法でGPS受信機上空の値を算出し，測位解析に使用するのが
よい．より簡便には，地上気象データを用いても十分である．解析ソフトウェアの改善の面
では，最小二乗解において△L。の変動幅についても，拘束条件の導入がなされることが望ま
しい．更に気象庁で運用・開発している数値予報モデルを便って，より合理的に内そうする
方法（市川ら，1989；後藤ら，1989）も有望であろう．
　将来衛星の数が多くなり，更に精確な軌道情報が得られば，O．01ppmのオーダーの測位精
度を達成することが可能となろう．その際にはTral1iθ工α1．（1988）が提唱するように，△Lw
の確率変動モデルの導入，WVRによる検定の実施などが必要となり，更には地球潮汐の効果
の補正さえ問題となろう（Bock，Y．，私信）．この域に達するのが当面の目標である．
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